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早
い
も
の
で
春
か
ら
夏
へ
と
季
節
が
移
り
変

わ
り
ま
し
た
。

　

３
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
各
行
政
区
に
お

い
て
総
会
、
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私

も
日
程
を
調
整
し
て
可
能
な
限
り
出
席
し
、
参

加
し
た
皆
さ
ま
に
双
葉
町
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
復
興
再
生
計
画
や
復
興
の
具
現
化
元
年
と

し
て
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
懇
談

し
ま
し
た
。
改
め
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
故
郷
双

葉
町
を
思
う
強
い
気
持
ち
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
復
興
に
向
け
た
お
力
添
え
を
賜
り
、
気
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
に
、
い
わ
き
市
錦
町
の
仮
設
校
舎

体
育
館
で
町
立
幼
稚
園
、
小
学
校
の
運
動
会
が

開
催
さ
れ
、
今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も

た
ち
が
笑
顔
で
競
技
や
演
技
を
す
る
姿
に
声

援
を
送
り
ま
し
た
。
年
々
子
ど
も
た
ち
の
数
が

増
え
、
現
在
の
体
育
館
で
は
狭
く
な
り
、
来
年

度
に
向
け
て
新
た
な
課
題
も
生
じ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

同
日
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
埼
玉
県
加
須
市

の
小
学
校
で
も
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

双
葉
町
の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
就
学
し
て
い
る

騎
西
小
学
校
で
は
、
今
年
も
双
葉
町
民
の
指
導

の
も
と
「
ふ
た
ば
音
頭
」
を
全
校
生
で
踊
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
く
騎

西
小
学
校
の
ご
配
慮
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　

６
月
２
日
に
は
、
い
わ
き
市
植
田
の
鮫
川
河

川
敷
公
園
に
お
い
て
双
葉
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
青
空
の
下
私
も
町
民
の
方

と
一
緒
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

秋
に
か
け
て
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
健
康
の
維
持
向
上
と
町
民
同
士

の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
９
日
に
は
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
復
興

公
営
住
宅
北
好
間
団
地
を
ご
訪
問
さ
れ
、
復
興

公
営
住
宅
に
住
む
富
岡
、
大
熊
、
双
葉
、
浪
江

町
の
住
民
の
代
表
と
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。
私
も

そ
の
場
に
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
両
陛
下
の

優
し
く
温
か
な
お
言
葉
を
受
け
、
心
か
ら
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
７
年
前
の
避
難
直
後
に
加
須

市
の
旧
騎
西
高
校
を
ご
訪
問
の
際
、
避
難
所
に

い
る
皆
さ
ん
に
励
ま
し
の
お
言
葉
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
時
の
こ
と
が
鮮
明
に
蘇
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
両
陛
下
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
町

の
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

翌
日
の
10
日
に
は
南
相
馬
市
原
町
区
雫
地
内

の
海
岸
防
災
林
整
備
地
区
に
お
い
て
第
69
回
全

国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

の
ご
臨
席
の
も
と
「
育
て
よ
う　

希
望
の
森
を

い
の
ち
の
森
を
」
を
テ
ー
マ
に
植
樹
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
植
樹
祭
が
今
上
陛
下
最
後
の

植
樹
祭
と
な
る
た
め
、
私
も
感
慨
深
い
思
い
で

式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
に
は
、
今
年
も
双
葉
厚
生
病
院
前

の
国
道
６
号
交
差
点
の
花
壇
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
で
、
町

内
の
復
興
関
連
事
業
に
携
わ
る
企
業
の
協
力
に

よ
り
、
約
２
千
株
の
ベ
ゴ
ニ
ア
の
花
が
植
栽
さ

れ
、
通
る
人
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

暑
い
夏
に
向
か
い
ま
す
。
体
調
を
崩
し
や
す

い
季
節
で
す
の
で
、
日
ご
ろ
の
体
調
管
理
に
気

を
つ
け
て
、
暑
い
夏
を
上
手
に
乗
り
切
り
ま
す

よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

天皇、皇后両陛下 復興状況視察 ～復興公営住宅北好間団地で懇談～
　

６
月
９
日
、
天
皇
、
皇
后
両
陛

下
は
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

か
ら
の
復
興
状
況
視
察
と
、
翌
日

南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
植

樹
祭
に
ご
臨
席
の
た
め
、
来
県
さ

れ
ま
し
た
。

　

９
日
、
両
陛
下
は
い
わ
き
市
の

復
興
公
営
住
宅
北
好
間
団
地
集
会

所
を
訪
れ
、
伊
澤
史
朗
町
長
を
含

む
富
岡
、
大
熊
、
浪
江
町
長
の
お

出
迎
え
の
も
と
、
同
団
地
に
入
居

す
る
富
岡
、
大
熊
、
双
葉
、
浪
江
町

民
の
方
々
と
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
両
陛
下
か
ら
「
ご

苦
労
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
こ
れ
か

ら
良
い
生
活
が
築
か
れ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
い

た
わ
り
の
お
言
葉
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

双
葉
町
の
入
居
者
代
表
と
し
て

懇
談
し
た
渡
部
勝
以
さ
ん（
下
条
）

は
懇
談
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
７
年
前
に
も
旧
騎
西
高
校
で
お

会
い
し
、
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
７

年
お
歳
を
重
ね
ら
れ
た
中
で
、
北

好
間
団
地
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
た
と
い
う
お
心
遣
い
に
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
退

位
さ
れ
た
ら
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
何
よ
り
も
両
陛

下
に
は
お
体
を
大
切
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

伊澤史朗町長と渡部勝以さん
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６
月
10
日
、
南
相
馬
市
原
町
区
雫
地

内
の
海
岸
防
災
林
整
備
地
区
で
、
第
69

回
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席
の
記

念
式
典
で
は
、
冒
頭
に
東
日
本
大
震
災

か
ら
７
年
３
カ
月
を
迎
え
る
の
を
前

に
、
両
陛
下
と
式
典
の
参
列
者
全
員
で

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
伊
澤
史
朗
町
長
が
特
別

招
待
者
と
し
て
、
町
の
森
林
関
係
業
務

に
携
わ
る
方
々
が
一
般
招
待
者
と
し
て

参
列
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
で
の
全
国
植
樹
祭
の
開
催

は
48
年
ぶ
り
２
度
目
で
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
開
催
さ
れ
る
の
は
初

め
て
で
す
。
今
回
の
植
樹
祭
は
、
緑
豊

か
な
ふ
る
さ
と
の
再
生
に
向
け
て
復

興
の
歩
み
や
県
土
の
魅
力
を
発
信
す

る
も
の
で
、
メ
イ
ン
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
県
内
の
高
校
生
が
踊
り
や
演
劇
を

披
露
し
、
復
興
を
進
め
る
姿
や
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
へ
の
感
謝
の
思
い
を
伝
え
ま

し
た
。

　

式
典
の
終
了
後
に
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
雰
囲
気
で
交
流
し
合
う
参
加
者
の

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

～ 育てよう　希望の森を　いのちの森を ～
第６９回　全国植樹祭第６９回　全国植樹祭　ふくしま２０１８ふくしま２０１８

南相馬市で開催 －６月１０日記念式典－

　天皇陛下がクロマツ、ケヤキ、

スダジイ、皇后陛下がアカマツ、

ヤマザクラ、ヤブツバキの苗木を

お手植えされました。

　植樹リレーゴールセレモ

ニーで使われた木製の福島

県地図。双葉町の部分には、

伊澤史朗町長がしるしを付

けました。

　式典の最後に、来年の

全国植樹祭開催地である

愛知県の大村秀章県知事

に引き継がれた木製の地

球儀。町いわき事務所に

展示されていました。

第６９回　全国植樹祭第６９回　全国植樹祭　ふくしま２０１８ふくしま２０１８第６９回　全国植樹祭　ふくしま２０１８
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石
井
消
防
団
長
を
は
じ
め
24
名
の
消
防
団

員
が
参
加
し
、
防
火
・
防
災
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域

の
水
田
再
生
活
用
拠
点
及
び
次
世
代
園
芸

チ
ャ
レ
ン
ジ
拠
点
内
の
農
地
の
保
全
管
理

を
行
う
、
双
葉
町
農
地
保
全
管
理
組
合
が

設
立
さ
れ
、
双
葉
町
の
農
業
再
生
へ
の
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
、
町
立
学
校
仮
設
校
舎
体
育

館
で
学
校
再
開
以
来
４
回
目
の
幼
稚
園
、

小
学
校
合
同
運
動
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
は
、
昨
年
よ
り
園
児
、
児
童

数
が
５
名
多
い
40
名
で
の
運
動
会
と
な

り
、
先
生
、
保
護
者
も
参
加
し
、
笑
顔

と
歓
喜
に
あ
ふ
れ
た
運
動
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

３
月
29
日
、
い
わ
き
市
の
復
興
公
営
住

宅
勿
来
酒
井
団
地
内
に
お
い
て
、
町
民
の

心
身
の
健
康
維
持
及
び
町
民
同
士
の
絆
づ

く
り
や
周
辺
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
双

葉
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
」
の

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
第
２
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

３
月
定
例
会
以
降
の

－

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

ひ
だ
ま
り
開
所
式

－
行 

政 

報 

告

　

町
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
か
ら
工
事
を
進
め
て
き
た

双
葉
町
寺
内
前
霊
園
に
つ
い
て
は
、
５
月

に
全
て
の
整
備
を
終
え
、
６
月
１
日
か
ら

使
用
区
画
の
申
込
受
付
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
。
申
込
期
間
は
６
月
29
日
ま
で
の
約

１
カ
月
間
で
、
希
望
さ
れ
た
使
用
区
画
が

競
合
し
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
は
申
し
込
み
順
に
よ
り
決
定
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
使
用
区
画
の
状

況
は
、
随
時
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
り
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
駅
西
地
区
生
活
拠
点
等
の
整
備

に
つ
い
て
で
す
が
、
３
月
28
日
、
第
５
回

双
葉
町
復
興
整
備
協
議
会
を
開
催
し
、
双

葉
駅
西
側
地
区
生
活
拠
点
等
整
備
事
業

に
係
る
都
市
計
画
と
農
地
転
用
を
決
定

　

４
月
６
日
、
双
葉
町
立
小
・
中
学
校
合

同
入
学
式
及
び
ふ
た
ば
幼
稚
園
入
園
式
を

挙
行
い
た
し
ま
し
た
。南
小
学
校
に
５
名
、

北
小
学
校
に
３
名
、
中
学
校
に
４
名
が
入

学
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
に
３
歳
児
が
３
名
、

５
歳
児
が
１
名
入
園
い
た
し
ま
し
た
。
園

児
、
児
童
、
生
徒
数
の
合
計
は
昨
年
度
当

初
よ
り
６
名
多
い
52
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
、
復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井

団
地
内
に
整
備
さ
れ
た
双
葉
郡
立
勿
来
診

療
所
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
診
療

所
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
心
の
ケ

ア
や
医
療
提
供
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

診
療
科
は
内
科
と
歯
科
で
、
毎
週
火
曜
日

と
木
曜
日
に
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
22
日
、
双
葉
郡
８
町
村
の
消
防
団

員
や
婦
人
消
防
隊
な
ど
が
一
堂
に
会
す
る

福
島
県
消
防
協
会
双
葉
支
部
春
季
連
合
検

閲
式
が
、
富
岡
町
の
富
岡
町
民
総
合
運
動

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
双
葉
町
か
ら
は

行
政
経
過

－

寺
内
前
霊
園

－

－

駅
西
地
区
生
活
拠
点
等
整
備

－

－

農
地
保
全
管
理
組
合
設
立

－

－

双
葉
郡
立
勿
来
診
療
所
開
所
式

－

－

町
立
幼
稚
園
・
小
学
校
運
動
会

－

－

春
季
連
合
検
閲
式

－

－

町
立
幼
稚
園
入
園
式
・

　
　
　
　

小
・
中
学
校
入
学
式

－
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し
ま
し
た
。
現
在
、
事
業
認
可
と
用
地

取
得
等
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
水
戸
支

社
と
の
施
行
協
定
に
基
づ
い
た
双
葉
駅

東
西
自
由
通
路
及
び
橋
上
駅
舎
の
整
備

と
と
も
に
、
駅
西
側
地
区
を
中
心
と
す
る

復
興
拠
点
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
の

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
３
月
下
旬
か
ら

立
地
を
希
望
し
て
い
る
町
内
事
業
者
や
企

業
と
の
詳
細
協
議
を
進
め
て
お
り
、
平
成

30
年
度
に
お
け
る
一
部
供
用
開
始
に
向
け

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
二
次
）
を

具
現
化
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
職
員
に
よ
る
検
討
組
織
と
し
て
本
年

度
も
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
推
進
会
議
幹

事
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

検
討
テ
ー
マ
と
し
て
町
内
に
お
け
る
住
宅

整
備
、
官
民
複
合
施
設
、
生
活
交
通
の
在

り
方
の
ほ
か
、
避
難
指
示
解
除
に
関
す
る

諸
条
件
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
整
理
に
つ
い
て

議
論
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
こ
で
の
提
言
、

提
案
等
を
幹
事
会
や
管
理
職
で
組
織
す
る

計
画
推
進
会
議
で
整
理
を
行
い
、
議
会
の

皆
さ
ま
や
今
後
設
置
予
定
の
復
興
町
民
委

員
会
な
ど
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
実
施

計
画
等
に
反
映
さ
せ
て
い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

～ご寄付いただきました皆さま、ありがとうございました～

　全国の皆さまからお寄せいただきました「双葉町ふるさと応援基金（寄付）」に心より感謝申し上げます。
　お寄せいただきました寄付金の状況については、下記のとおりです。
　積み立てた基金は、ご寄付いただきました皆さまのご主旨に沿うよう、今後大切に活用させていただきます。

ふるさと応援基金積立金積立額
（平成３０年３月３１日現在）

【平成２０年度から平成２９年度までの件数と金額】

【平成２９年度　双葉町ふるさと応援基金の件数と金額】

48,874,077

件　　数 金　　額
「人づくり」に関する事業 ７２件 ７，０１４，０２５円
「産業振興」に関する事業 ４３件 １，７４５，０００円
「健康・福祉」に関する事業 ８４件 ４，１９８，６６２円
「生活・環境」に関する事業 １１０件 １４，０６０，５０８円
「行財政の運営」に関する事業 ２７件 ６２７，０００円
町長が必要と認めた事業（事業の指定なし） ４１３件 ３４，９６０，６２０円

預金利息 － １７，４６６円
合　　計 ７４９件 ６２，６２３，２８１円

件　　数 金　　額
「人づくり」に関する事業 ７件 ２８９，０００円
「産業振興」に関する事業 １０件 ６２７，０００円
「健康・福祉」に関する事業 １１件 ２７６，０００円
「生活・環境」に関する事業 １９件 ３８１，０００円
「行財政の運営」に関する事業 ２件 ４，０００円
町長が必要と認めた事業（事業の指定なし） ６２件 ３，２１８，８９５円

合　　計 １１１件 ４，７９５，８９５円

〇寄付金実績

【問い合わせ先】 ☎０２４６－８４－５２０１総務課　財政係

－

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

企
業
誘
致

－

－

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

　
　
　
　
　

具
現
化
に
つ
い
て

－
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　毎年年末に、町民の皆さまへ配送しております生活物資につきまして、今年度も避難世帯ごとに、
配送を予定しております。
　お届け先は、町に届出のある避難先にしているところですが、例年、「保管期間満了」や「あて所なし」
で多くの生活物資が戻ってきております。
　このようなことから、平成３０年度は事前に生活物資支援意向確認を実施し、ご希望のあった世帯に
のみ配送することとしました。
　つきましては、７月中を目途に生活物資支援意向確認を往復はがきにより実施しますので、回答期限
厳守でご回答くださるようにお願いいたします。
　なお、ご不明な点がありましたら、下記問い合わせ先までご連絡ください。

生活物資支援意向確認実施のお知らせ

【問い合わせ先】　産業課　商工労政係　☎０２４６－８４－５２１４

■問い合わせ先

■対象となる方
＜利用申込方法＞

■窓口での申し込み

NEXCO東日本お客さまセンター 
・カード発行に関すること

震災時に双葉町に居住していた方で、双葉町が発行する被災証明書をお持ちの方
いわき事務所、郡山支所、埼玉支所の３カ所（受付時間　８：３０～１７：１５）
※郵便による受付は、いわき事務所のみとなります。

　平成３０年７月１日から高速道路無料措置の適用方法が「ふるさと帰還通行カード」を利用した方法に
切り替わりました。切り替えに伴い、カードを提示しないと高速道利用料金が発生します。
　まだ申し込まれていない方は、お申し込みください。

☎ 0570－024－024
いわき事務所総務課 
郡山支所生活支援課
埼玉支所生活支援課

・申し込みに関すること
☎ 0246－84－5201
☎ 024－973－8090
☎ 0480－53－7780

「ふるさと帰還通行カード」に「ふるさと帰還通行カード」に
切り替わりました切り替わりました

「ふるさと帰還通行カード」に「ふるさと帰還通行カード」に
切り替わりました切り替わりました

「ふるさと帰還通行カード」に
切り替わりました７／１７／１

　停止期間※
　出力が停止される帳票 住民票の写し、印鑑証明書、戸籍の全部事項証明書

（戸籍謄本）、戸籍の個人事項証明書（戸籍抄本）、
戸籍の附票の写し、所得・課税証明書

平成３０年７月２８日（土）　８時００分から２０時００分まで

【問い合わせ先】　戸籍税務課　戸籍係　☎０２４６－８４－５２０４

　コンビニエンスストア等におけるマイナンバーカードを利用した住民票などの各種証明書の自動交付
サービスについて、システムの改修作業のため、次の期間中は、証明書の発行ができませんのでご注意
ください。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

※コンビニエンスストア等における証明書等の自動交付サービスの利用可能時間は６時３０分から２３時００分までです。

コンビニエンスストア等における住民票などの各種証明書の
自動交付サービスの一時停止について
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　新年度がスタートして早３カ月が過ぎました。町立学校においては、１学期の学校行事もほぼ予
定通りに終了し、学習面・生活面においてまとめに入ります。振り返りますと、幼小合同運動会も
成功裏に終了しました。子ども達の数も増えて、保護者の皆さまはもちろんご家族の方も一緒に応
援や競技にご参加いただきました。子どもたちも真剣なまなざしで各種目を精一杯頑張っておりま
した。また、中学校では、相双地区中体連陸上大会を皮切りに、相双地区中体連総合大会も開催され、
双葉中学校もバドミントン競技に参加し健闘しました。子どもたちの頑張りが、町民の皆さん、我々
大人をうれしく元気な気持ちにしてくれるものだと改めて感じました。今後とも、学校と家庭との
情報共有を密にしながら子どもたちの成長を見守ってまいりたいと思います。また、生涯学習にお
ける１０の婦人学級も、年間計画に従って活動が始まりました。学級委員長を中心に学級のメンバー
の絆を深めながら楽しく有意義な活動・交流ができるようご祈念申し上げます。

　アイロボットジャパン合同会社から双葉郡内の小中学校へ『ルンバ（お掃除ロボット）』の寄贈が
ありました。去る６月８日（金）、葛尾小において、プログラミングの授業を進める際、アイロボットジャ
パン合同会社に相談したのをきっかけに、挽野元社長から寄贈の話があり、このたびの贈呈式となり
ました。当日は、挽野社長も出席され、贈呈式が行われました。大切に使用していきたいと思います。
ありがとうございました。

　去る５月１０日、１１日の両日、吉野正芳復興大臣並びに新妻秀規文部科学大臣政務官への要望
活動を行いました。会長より双葉郡の学校の概況説明を行い、その後各町村教育長より現況につい
て説明をしました。震災より７年が経過し、元の町村に戻って学校を再開した自治体、まだ避難先
で教育活動を行っている自治体と、抱えている課題は違ってきています。教職員の加配についてや、
ハード面、ソフト面ともに丁寧に確実に支援を進めてほしい旨の要望活動を行いました。双葉町に
おいては、町立学校を軸に県内外に避難している子どもたちと保護者との情報共有の重要性を説明
し、更なる教育行政への支援を要望してまいりました。

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

“ルンバ ”を町立学校に配置！“ルンバ ”を町立学校に配置！

双葉地区教育長会と県教育委員会による要望活動双葉地区教育長会と県教育委員会による要望活動

夢と希望のある「学び」へ

“ルンバ ”を町立学校に配置！

双葉地区教育長会と県教育委員会による要望活動

双葉町教育長
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５
月
26
日
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉
南
・

北
小
学
校
の
合
同
運
動
会
が
町
立
学
校
仮

設
校
舎
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
６
年
生
を
先
頭
に
小
学
生
31
人
、

幼
稚
園
児
９
人
が
堂
々
と
拍
手
に
合
わ
せ

て
入
場
行
進
を
行
い
、
開
会
式
が
始
ま
り

ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
南
小
学
校
６
年

の
渡
部
勇
く
ん
が
「
今
日
は
こ
の
体
育
館

で
行
う
４
度
目
の
運
動
会
で
す
。
今
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ぼ

く
た
ち
は
こ
の
運
動
会
が
出
来
る
喜
び
と

感
謝
を
胸
に
全
力
で
競
技
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
み
ん
な
が

主
役　

運
動
会　

応
援
も
競
技
も
演
技
も

全
力
だ
」
が
発
表
さ
れ
、
続
く
「
運
動
会

の
歌
」
で
は
、
園
児
・
児
童
の
手
振
り
を

交
え
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
ど
お
り
の
全
力
の
歌

声
が
、
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
、

来
賓
の
方
々
も
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

開
会
式
終
了
後
、
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操

を
行
い
、
家
族
と
一
緒
に
大
き
な
ズ
ボ
ン

に
入
っ
て
走
る
「
デ
カ
パ
ン
リ
レ
ー
」
か

ら
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
大
玉

転
が
し
」「
借
り
人
競
争
〜
ペ
ア
で
仮
装

で
Ｌ
ｅ
ｔ
，ｓ　

Ｇ
ｏ
〜
」「
へ
ん
し
ん
！

ど
う
ぶ
つ
お
や
こ
」
な
ど
ご
家
族
の
方
も

参
加
で
き
る
競
技
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
方
か
ら
指
導
を
受
け
て
練
習
し

て
き
た
「
ふ
た
ば
音
頭
」
は
、体
育
館
い
っ

ぱ
い
に
輪
を
作
り
、
来
賓
、
保
護
者
、
町

民
の
方
々
と
一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。

　

競
技
が
終
了
し
、
昼
食
後
の
閉
会
式
で

は
、
泉
田
淳
南
小
学
校
長
と
児
童
が
一
緒

に
今
回
の
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確
認

し
「
全
力
で
で
き
た
人
」
と
の
呼
び
掛
け

に
児
童
が
元
気
に
手
を
挙
げ
て
応
え
ま
し

た
。
泉
田
校
長
は
「
素
晴
ら
し
い
運
動
会

で
し
た
。
先
生
か
ら
も
み
ん
な
に
お
礼
を

言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

１
２
０
点
で
し
た
」
と
講
評
し
、　

下
明

夫
教
育
長
の
万
歳
三
唱
で
運
動
会
を
閉
じ

ま
し
た
。

▲入場行進

▲運動会の歌▼
▲紅白あいさつ

開会式の様子

▼選手宣誓

運

動

会

ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉
南
、
北
小
学
校

ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉
南
、
北
小
学
校

こいのぼりは浪江

青年会議所の方々

が設置してくださ

いました

運

動

会

ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉
南
、
北
小
学
校
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▲ふたばソーラン

▲応援綱引き　２０１８　双葉の陣

▲大玉転がし

▲やってみよう！（ダンス）

▲だっこして～！抱きしめて～！

▲デカパンリレー ▲にんじゅつ学園
　大うんどう会の段

▲借り人競争　～ペアで
　仮装でＬｅｔ‘ｓＧｏ！～

▼紅白玉入れ

▼紅白折り返し
　ジャンケンリレー

▲ふたば音頭

▲頑張った児童たちに、シールの
　プレゼントがありました

優　勝・・・赤組 
参加賞・・・白組
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皆さんの応援よろしくお願いします皆さんの応援よろしくお願いします !皆さんの応援よろしくお願いします !

開催地：新地町
期　日：８月５日（日）
開会式：午前８時３０分～
　　　　新地町総合体育館

≪双葉町参加種目≫
・壮年ソフトボール（新地高校グラウンド
　　　　　　　　　　新地町陸上競技場）

・９人制バレーボール（新地小学校体育館）

ふたばスポーツフェスティバルふたばスポーツフェスティバル２０１８２０１８
オリンピックデー・フェスタｉｎふたばオリンピックデー・フェスタｉｎふたば
ふたばスポーツフェスティバルふたばスポーツフェスティバル２０１８２０１８ふたばスポーツフェスティバル２０１８
オリンピックデー・フェスタｉｎふたばオリンピックデー・フェスタｉｎふたばオリンピックデー・フェスタｉｎふたば

電子メール kyouiku@town.futaba.fukushima.jp

【問い合わせ先】
☎ ０２４６－８４－５２１０ ＦＡＸ ０２４６－８４－５２４８双葉町教育委員会　教育総務課

いわき市植田町中央１丁目１６－１３ エムケービル２Ｆ〒９７４－８２６１

日　　時：
受付開始：
開　　会：
終　　了：
会　　場：

　昼食について 観 覧 自 由

　持参物について

２０１８年１０月６日（土）
９時３０分～
１０時３０分～
１４時３０分
Ｊヴィレッジ雨天練習場（楢葉町山田岡美シ森８）

本紙（広報ふたば７月号）に参加申込書を折込みしています

申込期間は２０１８年７月２日（月）～７月３１日（火）です。
　詳しい申込み方法、参加アスリート、バスルート、プログラム、宿泊施設などの詳細情報
に関しましては、本紙に折込みました参加申込書をご覧ください。

　軽食を準備いたします。（無料）
　来場多数の場合には
ご入場いただけない場
合もございます。予め
ご了承ください。

　 運動できる服装、屋外用シューズ、飲料水を忘れずに持参く
ださい。※参加Ｔシャツは配布いたします。

昨年の様子昨年の様子昨年の様子

昨年の様子昨年の様子昨年の様子

楢葉町名物マミーすいとん
もあります。

－ オリンピアンと一緒にふれあい運動会で汗を流そう！ －
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毎年恒例の双葉郡にゆかりのある中高生を対象としたサマースクールを開校します。
今年も秋元康さんが夢の１日をプロデュース！　指原莉乃さん（ＨＫＴ４８）や藤田晋さん（株式
会社サイバーエージェント代表取締役社長）などを講師としてお迎えします。
好きなクラスを選んで参加してみませんか。詳細・申込は、双葉郡教育復興ビジョンＨＰまで。

双葉郡にゆかりのある中学生・高校生
双葉郡内の中学校・高校に通っていなくても参加できます

●対　象●

ＱＲコードから
ＨＰへ進めます↓

昼食代●費　用●

双葉郡教育復興ビジョン推進協議会事務局
TEL：024 -563 - 3102       HP：http://futaba-educ.net/

●問い合わせ先●

●日　時● ８月２日（木）１０：００～１５：３０
●場　所● 郡山中央公民館（郡山市麓山１－８－４）

双 葉 郡 中 高 交 流 会
双葉郡教育復興ビジョン推進協議会主催双葉郡教育復興ビジョン推進協議会主催

FUTABAFUTABA　1 DAYDAY　SUMMERSUMMER　SCHOOLSCHOOLFUTABA　1 DAY　SUMMER　SCHOOL

双葉郡教育復興ビジョン推進協議会主催

　

６
月
２
日
、
い
わ
き
市
鮫
川
河
川
敷
公

園
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
双
葉
ふ
れ
あ
い
ク

ラ
ブ
が
主
催
す
る
第
５
回
双
葉
町
民
交

流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
町
民
同
士
の
交
流
と
健

康
維
持
を
図
る
目
的
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、
県
内
外
か
ら
子
ど
も
５
人
を
含
む
39

人
が
参
加
し
36
ホ
ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
で
競
技
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
伊
澤
史
朗
町
長
も
競
技
に
参

加
し
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
話
だ
け
で
は
な

く
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
町
の
復
興
状
況
な

ど
も
お
話
し
し
な
が
ら
、運
動
も
出
来
る
。

第
５
回

双
葉
町
民
交
流　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と
て
も
い
い
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
が
良
く
少
し
暑
い
く
ら
い

の
気
候
で
し
た
が
、
競
技
会
場
は
海
沿
い

の
た
め
心
地
よ
い
風
が
吹
き
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
交
流
を

図
り
な
が
ら
プ
レ
ー
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

順
位
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

男
子　

優　

勝 

… 

　
　
　

準
優
勝 

… 

　
　
　

３　

位 

… 

安
藤
義
勝

坂
本
昌
彦

石
上
光

佐
々
木
モ
ト

根
本
千
恵
子

高
木
道
子
（
敬
称
略
）

女
子　

優　

勝 

… 
　
　
　

準
優
勝 

… 

　
　
　

３　

位 

… 
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○受付時間は、月曜日から金曜日の業務時間内（８：３０～１７：１５）（祝日を除く）
○郵送による申込書提出の場合は、平成３０年８月７日（火）までの消印有効。
○申込用紙は、双葉町いわき事務所総務課（２階事務室）で交付しています（全職種）。
　また、申込書の郵送も可能です。郵送での請求方法は、「６受験手続」を参照してください。

職　種 行政職 行政職（学芸員） 土木職 保健師
採用予定人員 若干名 若干名 若干名 若干名

行政職 昭和４８年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者

行政職（学芸員） 昭和４８年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者
※学芸員の資格を有する者又は平成３１年３月までに取得見込の者

土木職
昭和４８年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者
※ １級若しくは２級土木施工管理技士の資格を有する者又は平成３１年３月
までに取得見込の者

保健師 昭和４８年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者
※保健師資格免許所有者又は平成３１年３月までに取得見込の者

試験種目 試験職種 出　題　分　野

社会人基礎試験
（筆記） 全職種

・ 社会的関心と理解について問う分野、言語的な能力を問う分
野、論理的な思考力を問う分野
・社会人の職務・職場への適応性に関する調査

試験職種 　試　験　内　容

全職種
（ア）　論文試験　　論理性、表現力をみる
（イ）　口述試験　　個別面接による人物評価
（ウ）　身体検査　　医師発行の身体検査書を提出

※ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません
（１）日本国籍を有しない者
（２）成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。）
（３）禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
（４）本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
（５）日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する
　　　政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

平成３１年度 双葉町職員（社会人）採用候補者試験

受 付 期 間○

１　試験職種と採用予定人員

２　受験資格

３　試験の方法及び内容
　（１）第１次試験

　（２）第２次試験（全試験職種共通）

【共通】 民間企業等における職務経験を４年以上有する方又は青年海外協力隊等における活動経験を２年以上
有する方（学歴は問いません）

平成３０年７月１１日（水）～平成３０年８月１０日（金）
平成３０年９月１６日（日）９：００～１２：０５（予定）第1次試験日○

※ 申込書の提出先は双葉町いわき事務所総務課となります。郡山支所及び埼玉支所では受付できませんので
ご注意ください。
　また、申込用紙には添付する書類がありますので、早めに手続きをお願いします。

受　験　案　内
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※受験者が多い場合、試験会場が変更となる場合があります。

 　申込用紙は、双葉町いわき事務所総務課で交付
します。郵便により申込用紙を請求する場合に
は、封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と
朱書きし、１２０円切手を貼った宛先明記の返信
用封筒（角形２号：２４０㍉×３３２㍉）を必ず
同封し、双葉町いわき事務所総務課へ郵送してく
ださい。
※ 郡山支所及び埼玉支所での用紙交付及び郵便請
求による申し込みはできません。

※ 福島県自治会館へは、ＪＲ福島駅から徒歩１５分です。

　試験の結果については、双葉町個人情報保護条例
第１７条の規定により、口頭で請求できます。ただ
し、電話、はがき等による請求では開示できません。
受験者本人であることを明らかにする顔写真入りの
書類（運転免許証、学生証、旅券等）を持参のうえ、
受験者本人が直接、双葉町いわき事務所総務課へお
いでください。

試　験 開示請求
できる者 開示内容 開示期間

第１次試験 第１次試験
不合格者 総合得点

・順位

合格者発
表日から
１カ月間第２次試験 第２次試験

受験者

合格者は採用候補者名簿に記載され、平成３１年
４月１日以後欠員が生じた都度採用されます。（こ
の採用候補者名簿の有効期間は原則として、１年
間です）

（１）

例えば、平成３１年４月１日付けで採用された場
合、最低でも平成３１年９月３０日までの期間は
条件附職員として役場の行政事務補助員として業
務に就いていただき、適性を判断した後各課に正
職員として配属になります。したがって、正式採
用は、平成３１年１０月１日以後になります。また、
この条件附採用職員の期間に役場職員として相応
しくないと判断された場合は、正式採用されない
場合がありますのでご留意願います。

（２）

受験者本人並びに第三者に関わらず、採用を有利
に運ぶ目的をもって便宜を図るための行為をした
場合は受験資格を失います。また、採用後この事
実が明らかとなった場合は、採用が取り消されます。

（注）

区　　分 期　　日 場　　所 合格発表

第１次試験 平成３０年９月１６日（日）
９：００～１２：０５ 予定

福島県自治会館（※）
（福島市中町８番２号） １０月下旬

第２次試験 日時・場所など詳細は、第１次試験合格者に通知します 第２次試験日から
３０日以内の日

（１）申込用紙の請求

① 受験票を受領したときは、最近６カ月以内に撮
影した本人の写真（上半身、脱帽、正面向き、
縦６㎝×横 4.5㎝）１枚を写真欄に貼って受験
当日必ず持参してください。（受験票がない場
合又は受験票に写真が貼っていない場合は受験
できません）
② 受験の際は、「ＨＢ」の鉛筆と消しゴムを持参
してください。これ以外の筆記用具は使用でき
ません。
③ 会場には駐車場がありませんので、試験当日の
試験会場への自家用車の乗り入れはご遠慮願い
ます。また家族による送迎も会場周辺の渋滞に
より遅刻するおそれがあるので、公共交通機関
を利用してください。

（３）その他

４　試験の期日及び場所

５　合格者の採用 ６　受験手続

７　試験結果の開示

【問い合わせ先】 福島県いわき市東田町２丁目１９－４〒９７４－８２１２
双葉町いわき事務所　総務課　行政係 ☎ ０２４６－８４－５２０１

　申込用紙に必要事項を記入し、必要書類を添え
て双葉町いわき事務所総務課へ提出してください。
また、郵送により申込用紙を提出する場合は、封
筒の表に「職員採用試験申込」と朱書きし、添付
書類を添えて必ず簡易書留で郵送してください。
【必要書類】
　○ ８２円切手を貼った宛先明記の返信用封筒
（長形３号：１２０㍉×２３５㍉）

　○履歴書（市販のものでも可能）　　○誓約書

（２）申込方法
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後期高齢者医療被保険者証の定期更新について

　被保険者証は、簡易書留郵便で送付いたしますので、
配達時にご不在の場合は郵便局に一時保管されます。再
配達については、「郵便物お預かりのお知らせ」に記載
の連絡先へお問い合わせください。郵便物の保管期間は
１週間ほどですのでお早めにお問い合わせください。
　なお、被保険者証を送付する封筒は双葉町のものでな
く、福島県後期高齢者広域連合と記載のある封筒になり
ますので、お間違えのないようにしてください。

　国民健康保険高齢受給者証（７０歳から７４歳の方
が対象）及び国民健康保険特定疾病療養受療証（人工
透析治療を行う必要のある慢性腎不全など特定疾病に
該当している方で受療証の交付を受けている方が対
象）が、平成３０年８月１日より更新となります。
　新しい高齢者受給者証及び特定疾病療養受給者証
は、７月下旬に避難先住所に送付いたしますので、申
請の必要はありませんが、避難先住所に変更のある方
は、７月６日（金）までにご連絡ください。連絡が遅
れますと指定地に送れない場合がありますのでご注意
ください。
　高齢受給者証は、医療機関等を受診する際に必ず保
険証・一部負担金等免除証明書と一緒に窓口へ提示し
てください。

【問い合わせ先】　健康福祉課　国保年金係
☎０２４６－８４－５２０５

　標準負担額減額認定証（以下：認定証）は、住民税
非課税世帯の方の入院時食事療養費及び入院時生活療
養費が減額となる認定証です。認定証は申請のあった月
の１日から毎年７月３１日まで有効です。原則事前申請
となっており、食事療養費の支払い後に遡って申請する
ことはできません。申請を希望される方は、申請書を郵
送いたしますので、いわき事務所健康福祉課までご連絡
ください。
　有効期限が平成３０年７月３１日の認定証をお持ちの
方で、８月以降も引き続き認定証を必要とされる方は、
８月末までに申請してください。

　有効期限が切れた被保険者証につきましては、自己責
任のもと裁断して破棄していただくか、いわき事務所健
康福祉課まで返却してください。

　標準負担額減額認定証（以下、認定証）の有効期限は
平成３０年７月３１日までです。８月以降の認定証の交
付については、申請が必要となります。認定証は申請の
あった月の 1日からの発効期日となりますので、該当
する方は８月末までには申請をしてください。
　申請書については福島県高齢者医療広域連合ホーム
ページからダウンロードできます。ダウンロードできな
い場合には申請書を送付いたしますので、健康福祉課国
保年金係☎０２４６－８４－５２０５までお問い合わせ
ください。

　現在お持ちの被保険者証の有効期限が、平成３０年
７月３１日までとなっております。
　平成３０年８月１日以降の被保険者証について、７
月下旬ごろに役場に届け出のある避難先住所に郵送い
たします。新たに申請の必要はありません。
　届出のある避難先住所に変更のあった方は、７月６日
（金）までにご連絡ください。

＜簡易書留郵便での送付について＞

【高齢受給者証及び
特定疾病療養受給者証の更新について】

【標準負担額減額認定証の更新について】

　有効期限の切れた高齢受給者証等は、自己責任のも
と裁断して破棄していただくか、いわき事務所健康福
祉課まで返却してください。

【有効期限の切れた高齢受給者証および
認定証について】

＜有効期限の切れた被保険者証について＞

＜標準負担額減額認定証について＞

【福島県後期高齢者医療広域連合ホームページURL】

双葉町国民健康保険にご加入の皆さまへ
（８月更新の高齢受給者証等について）

http://fukushima-kouikirengou.lineup.jp/
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【免除が承認された期間の年金額について】

【問い合わせ先】

【農業者年金に関する問い合わせ先】

☎０２４６－８４－５２０５

☎０２４６－８４－５２１４農業委員会事務局

　免除となった期間の年金額は、保険料を納付した場
合の年金額の２分の１で計算されます。（平成２１年
３月分までは３分１の計算） 

【追納について】
　免除期間の保険料は、１０年以内であれば、後から
保険料を納付（追納）することができます。ただし、
承認された期間の翌年度から起算して、３年度目以降
に追納する場合には、当時の保険料額に経過期間に応
じた加算額が上乗せされます。

【国民年金基金・農業者年金に加入されている方へ】
　国民年金基金や農業者年金に加入されている方につ
いては、免除申請が承認されますと、国民年金基金・
農業者年金を脱退することになりますのでご注意くだ
さい。詳しくは国民年金基金及び農業者年金基金へお
問い合わせください。

※ ２号被保険者（厚生年金などに加入している方）、
３号被保険者（２号被保険者に扶養されている配偶
者）、２０歳未満の方、６０歳以上の方などは、申
請対象外となります。
※学生の方は学生納付特例による申請となります。

　東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴
い、避難指示・屋内退避指示を受けた市町村に、
平成２３年３月１１日時点で住所を有していた
方は、ご本人からの申請に基づき、国民年金保
険料の免除及び学生納付特例を審査する時、所
得の審査をしないことになります。

※ 上記の期間より前の期間について、これまで免除
等の申請をしなかった方も免除等を申請すること
が可能になりました。ただし、申請できる期間は、
申請した日からさかのぼって２年１カ月前までの
期間です。

からダウンロードできます。申請書をダウンロード
できない場合には送付いたしますのでいわき事務所
健康福祉課までご連絡ください。

　申請書は
（http://www.nenkin.go.jp/n/www/index.html）

　なお、申請書の受付はいわき事務所健康福祉課、
または最寄りの年金事務所窓口で行っておりますの
で、お手続きください。

○対象となる期間
・免除・若年者納付猶予：
　平成３０年７月分～平成３１年６月分
・学生納付特例：
　平成３０年４月～平成３１年３月分

国民年金保険料特例免除の期限延長について
原子力災害に伴う 

日本年金機構ホームページ
健康福祉課  国保年金係

※ 　昨年と同程度の送迎バス運行を予定しております。今後、別途送付いたします双葉町敬老会の
お知らせをご確認いただき、お申し込みください。なお、申し込み状況により送迎バス運行ルー
トが変更となる場合がありますのであらかじめご了承願います。
　 　また、マイカーでの参加も可能です。交通事故に十分注意し、安全運転でお越しください。

　ご敬老を迎える皆さまのきずなを深め、ふるさと双葉町を共有する時間を過ごしていただく

ため、下記の日程で敬老会を開催いたします。皆さまのご参加をお待ちしております。

双葉町敬老会の開催について

開  催  日：

対象の方：

開催場所：

平成３０年９月１５日（土）　

６５歳以上の方（昭和２９年４月１日以前生まれの方）で、
平成３０年６月１日現在双葉町に住民登録のある方。
または、平成２３年３月１１日時点で双葉町に住民登録があった方。

いわき市植田町八幡台６番地　八幡台やまたまや 祝
敬老
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実　施　日 地　区 会　場

総
合
健
診

9 月   5 日（水）会津若松※２
アピオスペース（大熊町と合同）
 （会津若松市インター西９０）

9月   8 日（土） 福島 保健衛生協会健診センター
（福島市方木田字水戸内１９番地６） 

9 月 14 日（金） 南相馬 原町生涯学習センターサンライフ南相馬
 （南相馬市原町区小川町３２２－１）

9月 18 日（火） 郡山 福島県農業総合センター
（郡山市日和田町高倉字下中道１１６）

9月 19 日（水） 白河 国体記念体育館
（白河市北中川原３０）

10 月 29 日（月） いわき グランパルティいわき
（いわき市平谷川瀬明治町３０）

10 月 30 日（火） いわき 県営復興公営住宅勿来酒井団地集会所
（いわき市勿来町酒井字青柳）

10 月 31 日（水） いわき 　　　　　　〃

　★総合健診会場では県民健康調査もあわせて受検できます。

乳
が
ん

9 月 28 日（金） いわき 泉公民館（午前・午後）：いわき市泉町 4－13－11

10 月   1 日（月） 郡山 大槻ふれあいセンター（午前・午後）：郡山市大槻町字中前田 56－1

10 月   2 日（火） 福島 福島市保健福祉センター（午前）：福島市森合町 10 番 1号

10 月 12 日（金） いわき 双葉郡立勿来診療所（午前・午後）：いわき市勿来町酒井字青柳 14－1

10 月 15 日（月） いわき 双葉郡立勿来診療所（午前・午後）：　　　　〃

10 月 25 日（木） 郡山 福島県農業総合センター（午前・午後）：郡山市日和田町高倉字下中道 116

11 月   2 日（金）会津若松 長原仮設住宅集会所（大熊町と合同）：会津若松市一箕町松長字下長原 200

11 月   5 日（月） いわき 保健衛生協会いわき地区センター（午前・午後）：いわき市小島町 2－14－7

2 月 22 日（金） 南相馬 サンライフ南相馬（午前・午後）：南相馬市原町区小川町 322－1

子宮がん ★時期は方部によって異なり、医療機関での個別検診となります。　
★９月１８日（火）、いわき（県営復興公営住宅勿来酒井団地集会所）で集団検診を実施します。

総合健診・がん検診のおしらせ総合健診・がん検診のおしらせ
平成３０年度の総合健診・がん検診を下記日程で実施します。

１年に１度は健康診査・がん検診を受けて健康管理にお役立てください。

【 福島県内に避難している方 】

【 福島県外に避難している方 】

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎０２４６－８４－５２０５

　６月下旬に意向調査をお送りしました。希望する健診の種類・会場を選んで必ずご返送ください。
　受診を希望しない方はその理由を記入のうえ、調査票を返送してください。ご協力をお願いします。

　昨年度と同様に実施します。（総合健診、がん検診ともに健診実施医療機関を予約していただきます）

　避難先の医療機関で受診できます。「県民健康調査」のお知らせと①受診できる医療機関リスト②申込み方法

③申込書を同封して、７～８月にお送りする予定ですので、必ず確認してください。

　詳しい申込み方法や受診等につきましては、お知らせの中にあります問い合わせ先（結核予防

会予約センター）へご連絡ください。

総合健診・がん検診のおしらせ総合健診・がん検診のおしらせ総合健診・がん検診のおしらせ

健（検）診内容・対象等
種　類 対象年齢
健康診査
※ 1 ３０歳以上の男女

骨粗鬆症検診
40 歳・45 歳・50 歳・
55 歳・60 歳・65 歳・
70 歳になる女性

肝炎 ４０歳の男女

が 

ん 

検 

診

肺 ４０歳以上の男女
胃 ３０歳以上の男女
大腸 ３０歳以上の男女
前立腺 ５０歳以上の男性
乳がん ４０歳以上の女性
子宮がん ２０歳以上の女性

※１ 　健康診査の内容は、身体計測、血液
検査、尿検査、血圧測定、眼底検査、
心電図検査です。

　　 　健康診査には、特定健診、後期高齢
者健康診査を含みます。　

※２ 　会津若松会場での骨粗鬆症検診はあ
りません。
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＊こまめな水分補給（のどが渇く前に）

＊適度な休息（できれば３０分程度の昼寝）

＊室内にいるときも要注意！

熱中症予防対策していますか熱中症予防対策していますか？暑くなリました暑くなリました暑くなリました

開催日時：７月２１日（土）９時００分～正午まで

看護師を目指すファースト体験を
してみませんか？

【問い合わせ先】　公立双葉准看護学院　☎ ０２４４－３２－０９９０（担当：梅田・庄司）

注意！！　高齢者の結核発病

　結核は、空気感染する感染症です。結核患者が咳やくしゃみをし、飛び散った結核菌を
吸い込むことで感染し発病します。しかし、感染しても全ての人が発病するわけではあり
ません。感染からの経過は３通りに分けられます。

　家族や日々交流する方々への感染源とならないためにも年に

１度の結核検診で、異常なしの確認。早期発見に努めましょう！

　ご家族からの声掛けもお願いします。

早期発見のため検診を受けましょう！

結核菌に結核菌に
感　染

５年以上経って発病（２割）
数十年後に発病というケースも…

体力低下・糖尿病等の疾患による
免疫力低下に伴い発病

感染後数カ月～２年
経過して発病

免疫力・体力により結核菌が活動停止する

すぐに発病（１割）

発病しない（７割）

結核菌に
感　染

公立双葉准看護学院公立双葉准看護学院公立双葉准看護学院
オープンスクール＆学院説明会オープンスクール＆学院説明会オープンスクール＆学院説明会

学院説明会・

進路相談
血圧測定

妊婦体験・

高齢者体験

沐浴体験・

手洗いチェッカー
未来へ未来へ！

るさとでるさとでふ

すけあいすけあいた

とんをとんをば
未来へ！

るさとで

すけあい

とんを

？

熱中症予防対策していますか？
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５
月
26
日
、27
日
、い
わ
き
市
勿
来
「
関

の
湯
」
に
お
い
て
山
田
行
政
区
総
会
・
交

流
会
を
行
い
、
県
内
各
地
の
避
難
先
よ
り

54
人
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

94
歳
の
坂
本
タ
キ
さ
ん
も
元
気
に
足
を
運

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者

に
対
し
て
全
員
で
黙
と
う
を
行
い
、
区
長

挨
拶
の
後
、
伊
澤
史
朗
町
長
に
は
、
震
災

後
か
ら
現
在
ま
で
の
町
政
の
流
れ
、
今
後

の
復
興
拠
点
整
備
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

挨
拶
を
兼
ね
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
会
計
報
告
を
含
め
議
案

が
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
大
字
委
員
２
人
の

増
員
も
決
ま
り
選
任
し
ま
し
た
。
検
討
事

案
と
し
て
八
幡
神
社
の
今
後
の
管
理
、
行

政
区
総
会
の
有
り
方
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
聞
き
、
東
京
電
力
に
対
す
る
損

害
賠
償
等
の
取
組
み
に
つ
い
て
現
況
報
告

を
し
ま
し
た
。
議
事
終
了
後
、
東
京
電
力

復
興
推
進
室
よ
り
除
草
、
片
付
け
サ
ポ
ー

ト
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
伊
澤
町
長
に
も
出
席
頂
き
、

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

思
い
出
や
避
難
先
で
の
苦
労
話
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
の
ご
厚
意
に

よ
り
２
次
会
を
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
に
設
定

し
て
頂
き
、
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
地

域
の
人
と
支
え
合
い
な
が
ら
生
き
て
き
た

山
田
へ
の
熱
い
思
い
を
語
り
合
い
、
カ
ラ

オ
ケ
で
締
め
ま
し
た
。

　

震
災
後
３
回
目
の
総
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
お
り
、
笑

顔
で
次
回
の
開
催
を
約
束
し
そ
れ
ぞ
れ
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

総
会
・
交
流
会

山
田
行
政
区

　平成３０年５月１３・１４日に、交流会を実施
しました。
　今回の交流会の目玉として、旅の楽しみの他に
「ぐんまちゃんパスポート １ｓｔ ステージクリア」
があり、クリアしたことで、後日抽選による賞品
獲得の可能性があることでした。
　また、三大うどんの一つを食べる・パワースポッ
ト（水沢観音・伊香保神社・榛名神社）を訪ねる・
湯の花まんじゅう（温泉饅頭発祥の地）を訪ねる
他に、昔懐かしい射的では「ブロック崩し」「ア
ヒルの人形（親からひ孫までの４世代分）」を景
品としてゲットしました。
　１３日は創作こけし工房（卯三郎こけし）での
作品を見たり・買ったり・絵付け体験をしたりし
ました。
　また、宿は野口雨情ゆかりの宿で、あちこちの
壁に歌詞が書かれた色紙が貼られていました。
　１４日は宿を出発し、榛名神社に向かいました。
岩をくり抜いて作った本殿脇から上部の岩を見る
と大きな人間（上部の木も髪の毛に見えてくる）
にも見えてくる不思議な印象（正式名称は、拝殿・
幣殿・本社・御姿岩）でした。

　ただ、標高が８００ｍということや前日の雨も
あり７００ｍ近い参道の大きな杉の木の葉から落
ちてくる雨粒や岩から染み出す水も荘厳な雰囲気
を醸し出していました。
　今回の交流会では、たくさんのイベントを盛り込
みましたが、参加された方の思い出に残ることがで
きたものと思います。参加された方に、紙面を通じ
てお礼を申し上げます。ありがとうございました。
　参加されなかった方には、今後も楽しい思い出
を残せる交流会にしていきたいと思います。勿来
から前橋付近には高速道で約３時間走ると到着し
ます。多くの方の参加を期待しています。

群馬 伊香保温泉ＹoＹ（ワイワイ）交流会 in
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６
月
２
日
・
３
日
、
い
わ
き
市
湯
本
温
泉

「
新
つ
た
」
に
お
い
て
、
羽
鳥
行
政
区
（
上

羽
鳥
地
区
）
の
総
会
・
交
流
会
が
、
県
内
外

の
避
難
先
か
ら
昨
年
を
上
回
る
39
人
の
方
々

が
参
加
し
、
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
今
村
樹
重
地
区
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
伊
澤
史
朗
町

長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て
「
双
葉
町
に
お

け
る
復
興
具
現
化
元
年
と
し
て
の
取
り
組

み
等
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
双
葉
町
と
環
境
省
の
職
員
に

よ
る
「
家
屋
被
災
認
定
調
査
と
建
物
解
体
申

請
の
手
続
き
」
に
関
す
る
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
質
疑
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
松
永
正
敏
さ
ん
を
議
長
に
選
出

し
、
昨
年
の
事
業
経
過
報
告
と
会
計
報
告
を

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
林
和
男
さ
ん

が
新
た
に
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
金
田
勇
副
町
長
の
乾
杯
の
ご

発
声
で
始
ま
り
、
続
い
て
地
区
か
ら
70
歳
以

上
の
高
齢
者
と
ご
夫
婦
で
の
参
加
者
に
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
に

話
が
は
ず
む
と
と
も
に
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
も
行
わ
れ
、
予
定
さ
れ
た
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
去
り
、
部
屋
に
戻
っ
て
か
ら

も
夜
が
更
け
る
の
も
忘
れ
て
話
し
込
ん
で
い

ま
し
た
。

　

二
次
会
は
、
希
望
者
に
よ
り
場
所
を
変
え

て
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢

の
の
ど
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
総
会
・
交
流
会
は
、
栃
木
県
那

須
町
で
５
月
の
連
休
明
け
頃
に
開
催
す
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て
、
木
幡
文
子
さ
ん
が
準

備
し
た
「
じ
ね
ん
じ
ょ
」
を
手
土
産
に
、
別

れ
を
惜
し
む
と
と
も
に
、
来
年
の
再
会
を
誓

い
な
が
ら
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

総
会
・
交
流
会

上
羽
鳥
地
区

　広報ふたばをご覧の皆さんこんにちは。双葉町出身の箏（琴）奏者、大川義秋です。
　このたび、會津de楽しむ会様の企画によりＮＨＫ大河ドラマ「八重の桜」にて話題になりました大龍寺
（福島県会津若松市）にてソロコンサートを行わせていただくことになりました。是非この機会に演奏を
お楽しみください。

　震災の影響により埼玉県の高校に避難し、高校の部活動、邦楽部にて箏と出会う。
その音色に魅了され精進し、昨年にはくまもと邦楽コンクールにて名だたるプロ
演奏家の中、最優秀賞と文部科学大臣賞を受賞。東京都知事主催の祝賀会で演奏。
イケメン和楽器ユニット「桜men」箏担当としてメジャーデビュー。若手邦楽界
の先頭で津軽三味線の名手としても活躍。

－ 大川義秋 －

【チケット予約】

大川義秋ソロコンサート

【問い合わせ先】
連絡先　☎0 9 0－4 8 8 2－5 2 0 5（斉藤）※８月１日からチケット販売開始
上記またはメールアドレス kotomen.contact@gmail.com まで

場　所：
日　時：
開　場：
内　容：

大龍寺　福島県会津若松市慶山２丁目７－２３
２０１８年９月８日（土）
１６時００分　開演：１６時３０分（１８時００分終演予定）
古典曲、現代曲、演歌、Ｊポップアレンジなど

入場料等：詳しくはお問い合わせください。

大川義秋さん大川義秋さん（下条）（下条）ソロコンサートの案内ソロコンサートの案内大川義秋さん（下条）ソロコンサートの案内
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「双葉町ありがとうメッセージ　－双葉町からありがとうの気持ちを全国へ伝えます－」
双葉町復興支援員（ふたさぽ）制作作品

東北映像フェスティバル２０１８映像コンテスト

　東日本大震災発生後、全国の皆さんから寄せられた物心両
面に対する支援に対して感謝の気持ちを伝えようと町復興支
援員（ふたさぽ）が昨年から進めてきた「双葉町ありがとう
メッセージプロジェクト」。町民の皆さまにご協力いただき
撮影したありがとうメッセージを編集して制作した作品が、
東北映像フェスティバル２０１８映像コンテストの地域振興
コンテンツ部門優秀賞を受賞しました。
　東北映像フェスティバル映像コンテストは、東北在住の映
像制作者や学生が制作した映像作品を映像制作者や視聴者が
審査するコンテストです。受賞作品を制作した町復興支援員
（ふたさぽ）のメンバーは、５月３１日の受賞式の後「受賞
したことはもちろん、町民の皆さまの生の声を発信できる機
会をいただけて嬉しい」と話しました。受賞作品は「題材と
して震災を取り扱ったものは多くあるが、その中で新鮮な切
り口だった」と講評され、特に視聴者審査員の評価が高かっ
たとのことです。
　「ありがとうメッセージプロジェクト」は今年度も継続し
ており、皆さまから寄せられたありがとうメッセージを今後
順次公開する予定です。

　町から委嘱状が交付されています。

　いろいろな場所で、皆さまにお会いし、お話

できることを楽しみに活動しています。

　さまざまなイベントなどを取材させていただき、
広報紙「ふたばのわ」を制作したり、町公式Ｙｏｕ
Ｔｕｂｅチャンネルの動画「ニュースふたば」を制作
したりします。（広報支援）

　取材などでお会いした方々からいろいろなお話を
お聞きして、現在の皆さまに必要なコミュニティ支
援活動のかたちを一緒に考えます。（コミュニティ
支援）

　今後、復興支援員（ふたさぽ）が新たに加わった
場合は、広報ふたばや広報紙ふたばのわでお知ら
せします。

平成３０年度は私たち５人でスタートしました

復興支援員（ふたさぽ）の役割は大きく分けて復興支援員（ふたさぽ）の役割は大きく分けて

２つあります。２つあります。

上遠野 西元

遠藤

苅部

小松

双葉町の復興支援員（ふたさぽ）を紹介します平成３０年度

【問い合わせ先】 秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２（広報支援）
生活支援課　☎０２４６－８４－５２００（コミュニティ支援）

復興支援員（ふたさぽ）の役割は大きく分けて

２つあります。

復興支援員（ふたさぽ）は・・・復興支援員（ふたさぽ）は・・・復興支援員（ふたさぽ）は・・・

地域振興コンテンツ部門で優秀賞を受賞

広報支援 コミュニティ支援
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◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

双葉町内中間貯蔵施設保管場等への輸送の状況は下記のとおりです。

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株
式会社）のＨＰで公表しております。

◇輸送について（６月１６日現在）
環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３

毎月皆さまにお届けしている広報ふたばの内容の概要を、ニュース番組形式でお伝えする動画です。

ふたばアプリから見る場合
ふたばチャンネルのボタンをクリック。

パソコン・スマートフォンから見る場合

広報ふたばダイジェストとは・・・広報ふたばダイジェストとは・・・広報ふたばダイジェストとは・・・

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

町公式ホームページＴＯＰ画面から「広報ふたば」
のボタンをクリック。

搬出市町村 搬入量㎥（袋）※ 搬出市町村 搬入量㎥（袋）※

浜通り

双葉町 ５，３４６

中通り

二本松市 ５，６６０
南相馬市 ８７２ 伊達市 ３，３８０
浪江町 ７，２６２ 本宮市 ４，５３４
葛尾村 １６８ 国見町 ４，１９１
飯舘村 ４，６６４ 川俣町 １２，２６４

中通り 福島市 ３，８６６ 大玉村 ３，４９７
計 ５５，７０４※ フレキシブルコンテナ等１袋の体積は１㎥と換算しています。

町公式ホームページＴＯＰ画面から「双葉町公式
チャンネル」のボタンをクリック。

もしくは
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試　験 開示請求
できる者

開示
内容

開示
期間

開示
場所

第１次
試験

第１次試験
不合格者 総合得点

・順位

合格者発
表日から
１カ月間

企業団
総務課第２次

試験
第２次試験
受験者

平成３１年度
双葉地方水道企業団職員（高校卒程度）採用候補者試験実施要領

試験職種 採用予定人員
技術職（土木） １名程度
技術職（電気） １名程度

試験職種及び採用予定人員１ 受験手続及び受付期間８

試験結果の開示９

その他１０

試験期日５
　（１）　第１次試験　　平成３０年９月１６日（日）
　　　　　受　　付　　午前９時 ～ 午前９時３０分
　　　　　教養試験　　午前１０時 ～ 午前１１時１５分
　　　　　専門試験・適正検査
　　　　　　　　　　　午後１時 ～ 午後２時３０分
　（２）　第２次試験　　平成３０年１１月中旬予定

試験会場６
　（１）第１次試験　杉妻会館（福島市杉妻町３－４５）
　（２）第２次試験　双葉地方水道企業団管理本館（楢葉町）

資格調査４
　第１次試験合格者について、受験資格があるかどう
か、申込書に記載されていることが正しいかどうかに
ついて調査します。

受験資格２
　平成３年４月２日から平成１３年４月１日までに生ま
れたもの。
　（学歴は問いません。）
　ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験でき
ません。
　（１）　日本の国籍を有しない者。
　（２） 　成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。）。
　（３） 　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで

又はその執行を受けることがなくなるまでの者。
　（４） 　日本国憲法施行の日以後において日本国憲法又はそ

の下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する
政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者。

試験の方法３
　高校卒業程度で次により行います。

　（１）　第１次試験（教養試験＋専門試験＋適性検査）
　　　 　職員として必要な一般知識、専門知識及び能

力について、択一式による筆記試験を行います。
　（２）　第２次試験（小論文＋面接試験）
　　　 　第１次試験合格者に対して、小論文及び個別面

接による試験を行います。

　（１）　申込用紙の請求
　　　 　申込書は、本企業団総務課で交付します。郵便によ

り申込用紙を請求する場合は、封筒の表に赤で「高校
卒程度試験申込用紙請求」と書いて、１２０円切手を
貼った宛先明記の返信用封筒（角型２号）を必ず同封
してください。

　（２）　申込の方法
　　　① 申込用紙に必要事項を記入して、本企業団総務課に

提出してください。申込書を郵送する場合は８２円
切手を貼った自分宛の封筒を同封し、その表に赤で
「高校卒程度試験申込」と書いて、必ず簡易書留に
て送付してください。

　　　② 受験票を受領したときは、最近６カ月以内に撮影し
た本人の写真（上半身、脱帽、正面向き、縦６cm
×横 4.5cm）１枚を写真欄に貼って受験当日に必ず
持参してください。（受験票がない場合、又は受験票
に写真が貼っていない場合は、受験できません。）

　（３）　受付期間
　　　 　平成３０年７月１１日（水）から８月１０日（金）

までの土曜日、日曜日、祝祭日を除いた日。（受付時間：
午前８時３０分から午後５時１５分まで）

　　　 　郵便による申込書提出の場合は、８月７日（火）ま
での消印のあるものに限り受付けます。

　この試験の結果については、双葉地方水道企業団個
人情報保護条例第１１条の規定により開示請求をする
ことができます。なお、電話、はがき等による請求で
は開示することができません。受験者本人であること
を明らかにする書類（運転免許証、学生証等）を持参
のうえ、受験者本人が直接おいでください。

　（１） 　受験の際は、「ＨＢ」の鉛筆と消しゴムを持参し
てください。それ以外の筆記用具は使用できません。

　（２） 　専門試験を受験する受験者は、昼食を持参してく
ださい。

　（３） 　この試験に関し不明な点は、双葉地方水道企業団
総務課に問い合わせてください。

　　　 　郵便で問い合わせる場合は、８２円切手を貼った
自分宛の返信用封筒を必ず同封してください。

【お問い合わせ先】
〒９７９－０５１５　福島県双葉郡楢葉町大字上小塙字小山６－２
双葉地方水道企業団　総務課総務係　☎０２４０－２５－５３１５

合格者の採用７
　（１） 　合格者は採用候補者名簿に登載され、成績順

に企業長が採用する者を決定します。この採用
候補者名簿の有効期間は原則として１年間です。

　（２） 　初任給は、本企業団の給料表によりますが、こ
の他扶養手当、住居手当、通勤手当、超過勤務手
当、期末・勤勉手当などが、それぞれの支給要件
に応じて支給されます。
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双葉地方広域市町村圏組合職員の一般事務・消防
採用候補者試験（高校卒業程度）を次により行います

１.　採用予定日

２.　試験職種、採用予定人員及び職務内容

平成３１年４月１日

試験職種 採用予定人員 職　務　内　容　等

一般事務 １名程度 双葉地方会館及び出先機関において事務に従事します。

消　　防 ２名程度 消防本部又は消防署において消防業務に従事します。

３.　受験資格
区　　分 受　験　資　格

一般事務
平成元年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた方で自動車運転免許（普通
自動車以上）取得又は平成３１年３月末日まで免許取得見込みのもの。（学歴は問い
ません。）

消　　防

平成７年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた方で自動車運転免許（普通
自動車以上「ＡＴ限定免許を除く。」）取得又は平成３１年３月末日まで免許取得見込
みのもの。（学歴は問いません。）

◎身体の基準は、次のとおりです。
　・胸　囲　　身長の概ね２分の１以上であること。
　・視　力　　両眼とも矯正視力が０．７以上であること。
　・聴　力　　正常であること。
　・その他　　 精神及び身体に障害がないこと。結核性疾患、その他感染性疾患が

ないこと。

４.　試験の期日、場所及び発表
区　　分 期　　日 時　　間 試　験　場 発　　表

第１次試験 平成３０年
９月１６日（日）

○受　　付
9：00～　9：30

杉妻会館
福島市杉妻町3－45
☎024－523－5161

平成３０年１０月下旬頃
までに当組合掲示場、
当組合ホームページに
受験番号を掲示するほ
か受験者全員に通知し
ます。

○教養試験
10：00～12：00

○適性検査
12：10～12：35

第２次試験 第１次試験合格通知の際にお知らせします。 別途通知します。

双葉地方広域市町村圏組合事務局総務課
〒９７９－１１１１　福島県双葉郡富岡町小浜５５３－１　☎０２４０－２２－３３３３

※上記の採用候補者試験に係る詳細については、当組合ホームページにてご確認願います

（２）申込用紙の請求先

平成３０年７月１１日（水）から同８月１０日（金）まで。
（１）受付期間
５.　受付期間及び申込用紙の請求先
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　平成３１年３月に大学等を新規卒業予定の方、平成２８年３月以降に大学等を卒業して、現在就職活動をし
ている方を対象に、正社員で雇用する計画のある県内企業との面接会を開催しますので是非ご参加ください。

【問い合わせ先】　福島労働局職業安定課　☎０２４－５２９－５３９６

【申し込み・問い合わせ】 福島広域雇用促進支援協議会　楢葉窓口（楢葉町役場新産業創造室内）
☎０２４０－２３－６２９０　　ＦＡＸ０２４０－２３－６２９１

ふくしま大卒等合同就職面接会を開催します学生等の学生等の
皆さんへ皆さんへ

【個人申込型】【企業申込型】事故由来廃棄物等特別教育講習

【個人申込型】建設機械等運転技能講習

共通事項

●開催日等： ●その他：平成３０年８月９日（木）
～「ユースエール認定企業」を中心に
　　　　　　　県内企業２５０社が参加予定～

●会　　場：ビックパレットふくしま（郡山市南二丁目５２番地）

●実施内容：◇事業所ＰＲタイム　１０時 ～１１時４０分
◇合同就職面接会　　１３時 ～１６時

①事前申込不要、お気軽にお越しください。
② 参加事業所は、開催１週間前までに福
島労働局ホームページ上で公開します。
③ 事業所ブースにおける人事担当者との
面談、ハローワーク等各機関による就
職相談・情報提供等を行います。

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

　除染で出た除去土壌や汚染廃棄物等の処分業務に従事する際には、事故由来廃棄物等特別教育講習を受講し
なければならないとされています。１日で取得できます。

車両系建設機械運転技能講習（整地・運搬・積込み用及び掘削用）（定員　各１０名）

各開催場所のご案内

※受講料・テキスト代、無料です。※詳しくは、チラシまたはホームページをご覧ください。

個人申込型 企業申込型

【内　　容】除染で出た除去土壌や汚染廃棄物等の処分業務、使用設備の構造・取扱方法
【定　　員】各６０名程度 
【郡山会場】ビッグパレットふくしま（郡山市南２丁目５２）
　　　　　　日時　７月２４日（火）９：００～１７：００　　締切　７月１０日（火）

【郡山会場】　日程　７月２５日（水）～７月２９日（日）　締切　７月１２日（木）
【いわき会場】　日程　９月２１日（金）～９月２５日（火）　締切　９月　９日（日）

【郡山会場】　富久山産業機械講習所（郡山市） 
【いわき会場】　南湖建設機械講習所　いわき講習センター（いわき市）

※申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考し、選考結果は電話にてご連絡します。
　雇用保険受給者で証明書が必要な方に、参加証明書を発行します。
　【企業申込型】もあります。日程、会場についてはお問合せいただくか、ホームページをご覧ください。

※ 申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考し、選考結果は電話にてご連絡します。
雇用保険受給者で証明書が必要な方に、参加証明書を発行します。

【いわき会場】いわきニュータウンセンタービル（いわき市中央台飯野４丁目２－４）
　　　　　　日時　８月２２日（水）９：００～１７：００　　締切　８月７日（火）

ホームページ 働きたいネット 検索

学生等の
皆さんへ

　お申込みの際は、必ず本人確認書類【自動車運転免許証のコピー】お持ちでない方は【住民票
（マイナンバーの記載なし）の写し】を添付してください。

小型移動式クレーン運転技能・玉掛け技能講習（定員　各１０名）

【郡山会場】　日程　９月　４日（火）～９月　９日（日）　締切　８月２２日（水）

　お申込みの際は、必ず本人確認書類【自動車運転免許証のコピー】お持ちでない方は【住民票
（マイナンバーの記載なし）の写し】を添付してください。

フォークリフト運転技能講習（定員１０名）

【郡山会場】　日程　９月２０日（木）～９月２３日（日）　締切　９月　９日（日）
お申込みの際は、必ず本人確認書類【自動車運転免許証のコピー】を添付してください。
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双葉町社会福祉協議会
～ ７月健康運動教室、社協サロンのお知らせ ～

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）※祝日を除く
北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野字内小原田 8－1） ☎ 080 －6033 －1196（小林） 毎週　木曜日 13:30 ～ 15:00

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1） ☎ 024 －973 －5291（開発） 毎週　水曜日 13:30 ～ 15:00

社協サロン（内容：健康体操、健康講話、相談、趣味、生きがいづくり交流等）
※社協サロンでは昼食を準備しますので事前に申し込みをお願いします。
白河市中央老人福祉センター
 （白河市北中川原３１３） ☎ 080 －6290 －5930（小泉）   　7月10日（火） 10:00 ～ 14:00

サンライフ福島
（福島市北矢野目字檀ノ腰６－１６） ☎ 024 －973 －5291（開発）   　7月13日（金） 10:00 ～ 14:00

郡山市喜久田公民館
（郡山市喜久田町堀之内字下河原１） ☎ 024 －973 －5291（開発）   　7月23日（月） 10:30 ～ 14:30

富岡町役場いわき支所多目的集会施設
（いわき市平北白土字宮前８） ☎ 0246 －84 －6725（渡辺）   　7月31日（火） 10:30 ～ 14:30

【問い合わせ先】双葉町社会福祉協議会　郡山事務所 ☎ ０２４－９７３－５２９１

　公益財団法人東京応化科学技術振興財団（理
事長　藤嶋昭様）様より、「開け！科学の扉⑤
幼児のための科学プログラム」を５０冊お送り
いただきました。今年の３月には公益財団法人
東京応化科学技術振興財団様より同シリーズ
①～④、各５０冊ずつ計２００冊をお送りいた
だいております。
　お送りいただきました本を活用してさらに理
科や科学好きの児童生徒の育成のために、教職
員用の教本としても活用させていただきます。

　６月１４日、滋賀県長浜市の市民グループ「福
島県双葉町を支援する会（代表　岩根博之様）」
の山口賢孫さん、和子さんご夫妻より仏花用の
小菊３００本をお送りいただきました。山口さ

あたたかいご支援をありがとうございますあたたかいご支援をありがとうございます

んご夫妻からは毎年たくさん
の小菊をお送りいただいてお
ります。

あたたかいご支援をありがとうございます
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　このたび、富岡消防署新庁舎の完成に伴い、平成３０年６月
２１日（木）より富岡消防署臨時拠点（富岡町第一分団屯所）
で行っていた業務を新庁舎で実施することになりました。
　なお、平成３０年７月２日（月）からは富岡消防署として
全ての業務を開始いたします。

【問い合わせ先】

新庁舎住所及び連絡先

双葉地方広域市町村圏組合消防本部

住所：〒９７９－１１５１　富岡町大字本岡字王塚６７３－３

総務課　☎０２４０－２５－８５２３

電話：０２４０－２２－２１１９

富岡消防署新庁舎移転のお知らせ

◆ 消防署からのお知らせ ◆ 風水害に備えましょう！

命を守るための命を守るための
３つの心得３つの心得

１. どんな場所が危ないか危険箇所を確認！
２. 雨が降り始めたらテレビ等で情報を収集！
３. 命を守るため早めの避難！

　風水害は、地震とは違い、事前に予報があり、対策を立てる余裕があるので、私たちの心構え一つで
被害を少なくすることができます。日頃から台風や豪雨などに備えて、家や周囲の点検をして、
いざという時のため 3つの心得を確認しておきましょう。

　普段、天気予報などで耳にする「強い雨」や「猛烈な雨」はどの程度の雨なのかご存知ですか？
また、雨の程度でどのような影響があるかまとめてみました。

平均雨量（毎時） 雨の強さ 影　響

１０～２０ｍｍ やや強い雨 ザーザーと降る。
話し声が聞き取りにくくなる。

２０～３０ｍｍ 強い雨 どしゃ降りの雨。
傘をさしてもぬれる。

３０～５０ｍｍ 激しい雨 バケツをひっくり返したように降る。
山崩れやがけ崩れが起こりやすくなる。

５０～８０ｍｍ 非常に激しい雨 滝のように降り、傘がまったく役に立たなくなる。

８０ｍｍ以上 猛烈な雨 雨による大規模な災害が発生するおそれが強い。

◇富岡消防署　0240－22－2119◇浪江消防署　0240－34－4111【消防署連絡先】

雨の強さとその影響

命を守るための
３つの心得

いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会 平七夕祭り、今年も参加平七夕祭り、今年も参加平七夕祭り、今年も参加平七夕祭り、今年も参加平七夕祭り、今年も参加
　恒例の平七夕祭りは 8 月 6 日（月）～ 8 日（水）にかけて、開催されます。

　「いわき・まごころ双葉会」では「平和通り商店会」から、熱烈な参加

要請をいただき、本年も、七夕飾りを複数本出展し、平和通り商店会との

交流をさらに深めます。

　双葉町民の皆さまの、お越しをお待ちしております。
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（平成30年 5月 31日現在）

・福島県内に避難されている方 4,069人
2,821人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を
引き、出生者と転入者を加えた人口を示しています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、

死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご

連絡ください。
秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

人のうごき５月分 敬称略

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

岩川タメ子 ９０ 4月 30日 長塚一

髙野ミヨノ ８６ 5月　4日 新　山

只野フミイ ８５ 5月 19日 新　山

　

風
薫
る
５
月
と
な
り
、
爽
や
か
な
日
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
株
式
投
資
を
は
じ
め
て
か
な
り
の
年
月
が
経
過
し
、
正

確
な
デ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
」
の
普

及
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
の
で
、

ネ
ッ
ト
証
券
に
口
座
を
開
設
し
、本
格
的
に
投
資
を
始
め
ま
し
た
、

銘
柄
は
「
本
田
技
研
」
を
選
び
年
４
回
の
配
当
金
を
楽
し
み
に
現

在
も
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
創
業
者
「
故
・
本
田
宗
一
郎
」
氏
へ
の
尊
敬
の
念
で
あ

り
、
企
業
風
土
へ
の
憧
れ
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
２
０
１
７
年

１
月
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
就
任
、
彼

の
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
概
念
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
不
参
加

な
ど
の
政
策
に
は
違
和
感
が
あ
り
「
貿
易
自
由
化
」
へ
の
大
き
な

障
害
と
な
り
か
ね
な
い
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
、
さ
ら
に
今
年
は
輸

入
制
限
政
策
を
発
表
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
最
大
の
輸
出
国
で
あ
る
中

国
の
み
な
ら
ず
我
が
国
も
そ
の
対
象
と
な
り
、「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界

貿
易
機
関
）」
へ
の
提
訴
も
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
厳
し
い
国
際
情
勢
に
も
関
わ
ら
ず
「
東
京
証
券
取
引

所
」
の
取
引
価
格
も
よ
う
や
く
値
上
が
り
に
転
じ
、
ホ
ン
ダ
の
株

も
利
益
確
定
可
能
な
水
準
に
達
し
た
の
で
、
売
却
致
し
ま
し
た
、

ま
さ
に
長
年
の
夢
の
実
現
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
ホ
ン
ダ
へ
の

投
資
は
続
け
て
参
り
ま
す
。

　

１
９
７
５
年
ア
メ
リ
カ
は「
マ
ス
キ
ー
法
」（
大
気
汚
染
防
止
法
）

を
成
立
さ
せ
ま
し
た
が
、
ホ
ン
ダ
は
１
９
７
２
年
Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
エ
ン

ジ
ン
開
発
に
成
功
、
排
気
ガ
ス
浄
化
装
置
無
し
で
マ
ス
キ
ー
法
を

ク
リ
ア
ー
し
た
低
公
害
車
「
シ
ビ
ッ
ク
」
の
開
発
に
成
功
、
販
売

を
開
始
、
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
ホ
ン
ダ
は
１
９
５
９
年
ア
メ
リ
カ
・
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市

に
、海
外
現
地
法
人
「
ア
メ
リ
カ
ン
ホ
ン
ダ
モ
ー
タ
ー
ズ
」
を
設
立
、

現
地
で
バ
イ
ク
や
車
の
製
造
販
売
を
開
始
し
、
そ
の
後
車
メ
ー
カ
ー

と
し
て
は
、
世
界
で
唯
一
、「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｊ
機
」
の
開
発
を
目
指
し

「
ホ
ン
ダ
エ
ア
ー
ク
ラ
フ
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
米
国
に
設
立
し
研
究

開
発
に
傾
注
、
エ
ン
ジ
ン
を
は
じ
め
機
体
な
ど
独
自
開
発
、
２
０

１
５
年
「
ア
メ
リ
カ
連
邦
航
空
局
」
よ
り
「
型
式
証
明
」
を
取
得

し
、
世
界
に
向
け
て
販
売
・
引
き
渡
し
を
開
始
、
昨
年
度
の
販
売

機
数
は
こ
の
業
者
で
は
世
界
一
で
し
た
、
今
年
４
月
に
は
「
ホ
ン
ダ

エ
ア
ー
ク
ラ
フ
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
」
は
、
米
国
航
空
・
宇
宙
学
会
か
ら
、

最
高
位
の
「
２
０
１
８
・
フ
ア
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
フ
ォ
ー
エ

ク
セ
レ
ン
ス
」
を
受
賞
致
し
ま
し
た
、
こ
れ
は
創
業
者
「
故
・
本

田
宗
一
郎
氏
」
の
夢
の
実
現
で
も
あ
り
、
30
年
を
超
え
る
年
月
を

費
や
し
、
実
現
さ
せ
た
こ
と
に
は
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。

　

そ
の
他
Ａ
Ｉ
と
し
て
（「
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
」
ア
ッ
シ
モ
）
や
、

人
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
、
ま
た

究
極
の
低
公
害
燃
料
電
池
車
「
Ｆ
Ｃ
Ｘ
ク
ラ
リ
テ
ー
」
は
、
５
人

乗
り
１
回
の
水
素
充
電
で
の
走
行
距
離
７
５
０
Ｋ
Ｍ
の
達
成
や
、

独
自
の
水
素
精
製
・
供
給
施
設
（
Ｓ
Ｈ
Ｆ
）
の
実
用
化
な
ど
、
国

際
企
業
と
し
て
ホ
ン
ダ
の
技
術
や
経
営
理
念
は
高
く
評
価
さ
れ
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
向
を
注
視
し
、
自
己
の
投
資
環
境
改

善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
随
想
】 

春
が
来
た

古
室　

仁
（
浜
野
）

※
本
人
の
意
向
に
よ
り
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◯ 

水
光
る　

田
の
面
ゆ
る
が
す　

五
月
微
風

◯ 

朝
茜　

何
処
に
宿
す
か　

鶯
の

　

 　
　
　
　

声
に
偲
ば
る　

故く

に郷
の
瀬
戸
山

◯ 
桐
の
花　

高
嶺
の
花
と　

仰
ぎ
見
る

◯ 

五
月
微
風　

猫
の
背
な
ぞ
る　

棚
の
藤

◯ 

衣
替
え　

す
れ
ば
背
筋
の　

そ
ヾ
ろ
寒
む

武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

フタバくんを
探せ

本紙のどこかにフタバ

くんが隠れています。

探してみてください。

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち
双
葉
町
民

は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分
か
れ
て
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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学
制
や
年
齢
制
変
更
に
翻
弄
さ
れ
た
子
ど
も
時
代

　

昭
和
７
年
、
家
具
建
具
屋
を
営
む
両
親
の
間
に

10
人
兄
弟
の
８
人
目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
数

え
８
歳
（
現
在
の
７
歳
）
で
尋
常
小
学
校
に
入
学

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
戦
時
体
制
の
一
環
で
制

度
変
更
で
途
中
か
ら
国
民
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
後
、
旧
制
双
葉
中
学
校
に
進
み
ま
し
た
が
、

入
学
し
た
年
の
８
月
に
終
戦
を
迎
え
、
戦
後
の
学

制
改
革
に
よ
り
卒
業
時
は
「
併
設
中
学
校
」
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
数
え

年
か
ら
満
年
齢
に
な
る
な
ど
、
今
思
え
ば
戦
後
の

荒
廃
や
混
乱
に
加
え
て
、
年
齢
や
学
校
の
制
度
が

数
年
の
う
ち
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
な
ど
大
変

な
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
職
業

　

学
校
を
出
て
し
ば
ら
く
の
間
、
双
葉
町
内
の
同

業
者
で
修
行
を
す
る
な
ど
、
父
と
同
じ
仕
事
に
就

い
て
い
ま
し
た
が
、
家
具
や
建
具
は
造
る
か
ら
買

う
の
が
主
流
の
時
代
と
な
り
、
商
売
を
た
た
ん
で

石
油
販
売
会
社
に
就
職
し
、
い
わ
き
市
内
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
勤
務
し
ま
し
た
。
経
済
成
長
と

と
も
に
自
動
車
が
増
え
て
い
っ
た
時
代
で
、
仕
事

は
毎
日
「
忙
し
い
」
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

い
わ
き
市
内
ま
で
片
道
２
時
間
を
通
勤
す
る
日
々

で
し
た
が
、当
時
、親
類
が
娯
楽
と
し
て
大
人
気
だ
っ

た
ボ
ー
リ
ン
グ
場
を
双
葉
町
内
に
開
設
し
た
た
め
声

を
か
け
ら
れ
、
約
８
年
間
の
長
距
離
通
勤
に
別
れ
を

告
げ
、
同
場
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。

最
後
の
転
職
そ
し
て
趣
味
と
の
出
会
い

　

昭
和
50
年
代
に
入
り
ボ
ー
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
も
終

焉
を
迎
え
施
設
が
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
、
義
弟

が
経
営
す
る
造
園
会
社
に
勤
務
し
始
め
た
頃
か
ら

山
野
草
の
収
集
と
栽
培
に
熱
中
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
山
菜
採
り
な
ど
の
山
歩
き

は
好
き
で
し
た
が
凝
り
性
な
性
格
も
あ
っ
て
か
、

珍
し
い
種
類
を
探
し
た
り
、
育
て
る
の
が
難
し
い

種
類
の
栽
培
に
挑
戦
し
た
り
、
増
や
し
た
株
を
知

人
に
分
け
た
り
す
る
な
ど
本
格
的
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
山
野
草
ク
ラ
ブ
で
も
活
動
し
展
示
会

な
ど
に
出
品
す
る
な
ど
、
被
災
し
た
頃
、
私
の
山
野

草
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
500
鉢
を
越
え
て
い
ま
し
た
。

孫
の
成
長
と
再
開
し
た
山
野
草
栽
培
が
楽
し
み

　

原
発
事
故
で
町
を
離
れ
て
か
ら
、
県
外
や
南
台

仮
設
住
宅
を
経
て
、
同
居
し
て
い
た
次
男
一
家
と

近
所
同
士
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
３
人
の

孫
た
ち
も
成
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
や
得
意
分
野

を
生
か
し
た
道
を
歩
き
始
め
た
様
子
で
す
。

　

一
方
、
自
宅
に
あ
っ
た
山
野
草
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
失
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、
こ
ち
ら
で
の
生
活

を
始
め
て
以
降
、
少
し
ず
つ
山
野
草
を
買
い
集
め

庭
で
育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
作
品
展
へ
の

出
品
も
再
開
し
ま
し
た
。

　

震
災
前
ほ
ど
の
自
由
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
孫

の
成
長
と
山
野
草
栽
培
を
楽
し
み
に
、
年
齢
相
応

の
健
康
を
心
が
け
、
妻
と
と
も
に
余
生
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（長塚一）

菊池  平五 さん
きくち          ひらゆき
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●避難先●
　福島県いわき市

（羽鳥）

前田  洋子さん

   まえた            ようこ

新
た
な
地
域
医
療
体
制
に
向
か
っ
て
い
た
矢
先

　

看
護
師
に
な
っ
て
か
ら
、
長
年
、
双
葉
厚
生
病
院

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
当
時
、
平
成
23
年

４
月
の
同
病
院
と
県
立
大
野
病
院
の
合
併
に
向
け
た

最
終
段
階
を
迎
え
、
副
看
護
師
長
の
一
人
と
し
て
、

日
常
業
務
と
併
せ
て
統
合
準
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も

関
わ
る
な
ど
、
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長
年
、
双
葉
郡
内
に
は
高
度
な
救
急
措
置
に
対

応
で
き
る
医
療
機
関
が
な
く
、
両
院
の
統
合
に
よ

り
新
た
な
地
域
医
療
体
制
が
始
ま
る
こ
と
は
、
私

た
ち
医
療
者
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
の
悲
願
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

車
を
乗
り
捨
て
走
っ
て
病
院
を
目
指
す

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
同
僚
看
護
師
た
ち
と
大

野
病
院
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
中
、
大
地
震
に

襲
わ
れ
ま
し
た
。
揺
れ
が
落
ち
着
い
て
か
ら
厚
生

病
院
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
双
葉
町
内
に
入
っ
て

か
ら
道
路
損
壊
や
渋
滞
で
進
め
な
く
な
っ
た
た
め

車
を
乗
り
捨
て
、
走
っ
て
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で

き
、
発
災
直
後
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

不
安
で
も
無
我
夢
中
だ
っ
た

　

病
院
に
戻
っ
て
か
ら
帰
宅
す
る
こ
と
な
く
翌
朝
を

迎
え
ま
し
た
。
避
難
指
示
が
出
さ
れ
多
く
の
町
民
が

自
家
用
車
等
で
町
を
離
れ
、
入
院
患
者
の
転
送
も

始
ま
り
ま
し
た
が
、
切
迫
し
た
状
況
で
と
に
か
く
早

く
患
者
を
町
の
外
へ
運
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
中
、
無
我
夢
中
で
仕
事
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

陸
路
だ
け
で
な
く
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
移
送
も
始
ま
り
、
患
者
と
と
も
に
発
着
場
と
な
っ

た
双
葉
高
校
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
周
辺
に
い
た
一

般
の
方
が
搭
乗
し
て
し
ま
い
、
患
者
の
移
送
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
運
行
が
一
時
中
止
さ
れ
た
と
き
に
は
、
こ
の

ま
ま
取
り
残
さ
れ
避
難
で
き
ず
家
族
と
再
会
で
き

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
発
災
数
日
後
、
患
者
全
員
の
転
院
を

見
届
け
、
自
ら
も
避
難
で
き
家
族
の
安
否
を
確
認
し

て
、
よ
う
や
く
安
堵
す
る
こ
と
が
で
き
、
職
責
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、
今
後
も
看
護
師
と
し

て
歩
ん
で
い
く
と
い
う
自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。

同
じ
境
遇
に
あ
る
看
護
師
と
し
て

　

避
難
後
、
塙
厚
生
病
院
で
の
勤
務
を
経
て
、
い

わ
き
市
内
に
生
活
拠
点
を
設
け
た
こ
と
に
伴
っ
て

退
職
し
、
町
臨
時
職
員
と
し
て
健
康
福
祉
課
で
保

健
師
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
双
葉
郡
立
診
療
所
の
開
設
に
あ
た
っ
て
声
を

か
け
ら
れ
、
現
在
、
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
の
職
員
（
看
護
師
）
と
し
て
、
月
・
水
・
金
曜

日
は
好
間
診
療
所
、
火
・
木
曜
日
は
勿
来
診
療
所

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
前
後
を
含
め
た
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
教
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
避
難
生
活
を
送
る
双
葉
町
民
の
一

人
と
し
て
、
そ
し
て
看
護
師
と
し
て
何
が
で
き
る
の

か
考
え
、
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
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「
節
目
」
が
「
試
練
」
に

　
「
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
重
な
る
」
と
は
よ
く

い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
が
自
分
の
身
に
降
り
か
か

ろ
う
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
で
に

県
立
原
町
高
校
へ
の
進
学
も
決
ま
り
中
学
校
の
卒

業
式
を
迎
え
る
ま
で
は
「
無
事
に
」
と
い
う
感
じ

で
し
た
が
、
そ
の
直
後
に
震
災
に
遭
い
、
そ
の
ま

ま
故
郷
を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

避
難
直
後
、
高
校
入
学
は
ど
う
な
る
の
か
も
分
か

ら
ず
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
ま
さ
に
、
人
生
の

節
目
が
「
試
練
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

家
族
分
散
の
中
で
も
踏
み
出
せ
た
一
歩

　

父
が
双
葉
町
、
母
が
浪
江
町
の
職
員
で
、
各
町

の
避
難
先
に
よ
り
、
埼
玉
・
福
島
両
県
に
分
か
れ

て
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
母
と
行

動
を
と
も
に
し
た
た
め
、
郡
山
市
内
で
生
活
す
る

こ
と
に
な
り
、
改
め
て
避
難
生
徒
向
け
の
試
験
を

受
け
県
立
郡
山
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

被
災
直
後
の
混
乱
の
中
と
は
い
え
、
無
事
、
高

校
に
通
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な

喜
び
で
、
両
親
を
は
じ
め
私
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
は
感
謝
の
気
持
ち
が
絶
え
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
希
望

を
捨
て
る
こ
と
な
く
、
大
学
進
学
と
い
う
更
な
る

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
進
学
そ
し
て
教
員
へ
の
道

　

走
る
こ
と
や
野
球
を
は
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
全
般
が
得

意
で
好
き
で
し
た
。
中
学
生
以
降
、
双
葉
町
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
、
何
度
か
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら

体
育
教
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
た
め
、
高
校

卒
業
後
、
小
・
中
・
高
校
い
ず
れ
の
教
員
養
成
課
程

に
も
対
応
し
て
い
る
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
こ
ど
も

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
生
に
な
っ
て
、
教
員
に
な
る
た
め
の
勉
強

を
始
め
る
中
、
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
が
徐
々
に

分
か
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
に
職
責
が
果
た
せ
る

の
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
先
開
校
と
い
う
特
殊
な
環
境
の
た

め
、
教
育
実
習
で
故
郷
の
小
・
中
学
校
に
お
世
話

に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
心
残
り
で
し
た
が
、
大

学
生
活
は
充
実
し
た
４
年
間
で
、
無
事
、
卒
業
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教
員
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
故
郷
へ
の
思
い

　

今
年
４
月
、
東
京
都
教
員
と
し
て
世
田
谷
区
立

喜
多
見
小
学
校
に
勤
務
し
、
５
年
生
を
担
任
し
て

い
ま
す
。
児
童
だ
け
で
な
く
そ
の
保
護
者
へ
の
対

応
を
含
め
、
慣
れ
な
い
中
で
チ
ョ
ー
ク
を
手
に
す

る
日
々
で
す
。

　

大
学
入
学
以
降
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
東
京
都

へ
の
恩
返
し
に
な
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
、

し
ば
ら
く
は
こ
ち
ら
で
の
教
員
生
活
と
な
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
機
会
に
恵
ま
れ
れ
ば
福
島
県
内
に
戻

り
、
故
郷
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　東京都狛江市

（鴻草）

鈴木 景一朗さん
  すずき       けいいちろう
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　ぼくの将来の夢は、医療や福祉に関係する仕事につくことです。そう思
うようになったきっかけは、僕の避難している会津地方で、お医者さんや
看護師さんが不足し、お年寄りが遠くの病院まで行かなくてはならないと
いうニュースを、テレビで観たからでした。僕はお年寄りに優しくしよう
と心がけているので、困っている人の役に立ちたいと思い、今は学校の勉
強をがんばっています。
　会津は雪が大変ですが、７年間の会津の生活で少しは慣れたので大丈夫
かなと思っています。
　今年は６年生になりました。最高学年として自覚をもって生活し、夢に
向かってがんばっていきたいです。

会津美里町立本郷小学校　６年　　　　　　　　くん（下条）齋　　陽生
さいとう は る き

　

今
月
の
表
紙
は
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉
南
・
北
小
学
校
の
運
動
会
で
行

わ
れ
た
「
に
ん
じ
ゅ
つ
学
園
、
大
う
ん
ど
う
会
の
段
」
で
、
児
童
が
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
場
面
で
す
。
参
加
し
た
児
童
は
皆
、
写
真
に
お
さ
め
る
の
が
難

し
い
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
全
力
で
競
技
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
月
の
運
動
会
の
記
事
に
掲
載
す
る
写
真
を
選
ん
で
い
る
時
に
気
づ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
町
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
行
事
を
取
材
さ
せ
て
も
ら

う
時
に
は
復
興
支
援
員
（
ふ
た
さ
ぽ
）
や
、
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一
緒

に
写
真
を
撮
る
こ
と
が
多
く
、
た
ま
に
撮
っ
た
写
真
に
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い

る
姿
が
写
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
撮
っ
た
写
真
を
見
て
い
て
、
カ
メ

ラ
マ
ン
も
自
然
に
笑
顔
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私

も
取
材
を
し
て
い
る
時
に
、
自
然
に
笑
顔
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
と
こ
ち
ら
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

　

今
月
の
後
半
か
ら
は
厳
し
い
暑
さ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
熱
中
症
な
ど
に
気
を
付
け
て
夏
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

－ 

編
集
後
記 

－

双葉町民交流パークゴルフ大会に参加した、

左から須
すど う

藤訓
のりゆき

行さん（下長塚）、原
はらなか

中良
よしひろ

博さん

（長塚二）、佐
さと う

藤五
ご ろ う

郎さん（郡山）の笑顔です。
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